
八戸高専自己点検評価および評議員による外部評価表

平成２８年１２月１６日（金）　評議員会

評価
５： 期待を上回って実施している
４： 十分に実施している
３： 実施している
２： 十分には実施していない
１： 実施していない

No. 観点項目 観点に関わる状況等 自己評価 外部評価 コメント

1 学生の入学試験と卒業

・ 入学試験：本校の学科再編は入学試験に影
響を及ぼしたか？体験入学は？

・ 卒業：卒業率、留年率

・ 学年末試験、再試験者数

2 学生の就職・進学について

・ 進学の状況

・ 就職の状況

3 学生のキャリア教育

・ キャリア教育は機能しているか？

・ 企業内容説明会、就職・進学説明会、オープ
ンキャンバス

4 学生の課外活動

・ 学生の課外活動は活発に行われているか？

・ 課外活動支援

5 学寮について

・ 運営の仕方、違反者

・ 学寮の環境整備は適切に行われているか？

6 国際交流活動

・ 国際交流活動は活発に行われているか？

・ 国際交流事業、英語外部試験結果など

7 研究活動

・ 研究流活動は活発に行われているか？

・ 科研費獲得、外部資金獲得、成果発表、知
財・特許申請、受賞

8 社会との連携

・ 社会との連携は活発に行われているか？

・ 出前授業・公開講座、共同研究など

9 学生支援と教育環境整備

・ 図書館等

・ 相談室は機能しているか？

10 男女共同参画

・ 男女共同参画事業は計画通りになされている
か？

11 学校予算

・ 学校予算の課題は？

・ 水道光熱費など

効率化係数により年々削減される予算に対して、業
務改革プロジェクトチームを立ち上げ、経費節減・業
務改善の課題について検討し、交通費の支給や定
期購読誌等の見直しなどを行った。また、光熱水量の
対前年比△１０％を目標として掲げ、毎月の教員会議
の都度、使用実績を報告するなどして節約の周知を
行った。

4 4.11 ・頑張っていると思います。

図書館では学生課と連携し、資格試験単位申請者の
多い資格を中心に資格試験コーナーの参考書の見
直しを行っている。自主探究学習のための参考図書
のコーナーを設置するなど、利用者のニーズに合わ
せた蔵書の収集・配架を行っている。
学生と教職員のメンタルヘルスのための相談室の体
制は整っている。また、把握した要支援学生や支援
要請に対応し、校内関係委員会とも連携して支援を
行っている。

3 3.44

・難しい問題もありますが、さらに努力していただきたいと思いま
す。
・特別な支援が必要な生徒への対応のシステムができているの
は、本人にとっても保護者にしても安心ができる。
・今後、より多くの要支援者が入学することになるので早急な体
制充実。

・新入学者に占める女子学生の率はここ数年高専機
構の目標である30%を達成している。
・女子学生の進学率に関しては、平成28年度卒業生
の場合、男子の進学率を超える見込みであるが、全
体としては伸びていない。
・教職員に占める女性の率に関しては、際立った改
善は認められない。とくに、研究職の新規採用に関し
ては女性の採用0が続いている。まずは本校の数値
目標の作成が喫緊の課題である。

3 3.11

・それなりに成果はあがっていると思います。
・女性職員の採用については、中長期的な目標にならざるをえ
ないのでは。
・女性の研究者不足はどうしようもないが・・・・・・
・女性教員はいずれの所でも苦労している。女子学生の割合に
ついては充分クリアしている。

専攻科生は研究発表を外部で行うことを義務化して
いるが、義務以上に活発に発表が行われている。外
部資金公募情報は教員会議において教員に周知し
ており、獲得した件については同会議にて公表して
いる。科研費は年々申請率が上がっており、申請書も
校長の添削を受けることで内容の充実が図られてい
る。その結果は科研費以外の申請にも役立つものと
期待している。

4 4.00
・努力は認められるが、より向上を目指すべき。
・４学期制導入に伴う自主探究学習の成果に期待を込めて。

青森県・八戸市等の産学官金連携の会議、行事に積
極的に参加している。さらに、出前授業・公開講座も
積極的に開催している。また、共同研究、受託研究・
事業等の社会との連携に関するリストは教員会議で
公表しており、積極的な連携を促している。

4 4.33

・十分に努力していると思います。
・ＣＯＣ事業では地域課題解決に積極的に取り組まれている。
「ＣＯＣフォーラム」「まちなか高専祭」も好評とのこと。
・中学校の立場としては、生徒対象の「化学の学校」や教員対象
の「スキルアップ講座」の実施など大変よくやられている。
・今少し活発にしたほうが良い。

　生活の場として、基本的な施設・設備があり、経年
劣化による机、椅子、照明器具の更新等の施設・住
環境の改善を順次行っている。勉学の場として、学習
時間帯を設け、指導寮生による巡回等により学習環
境を整えている。運営・管理業務について、四学期制
への対応等、学生の生活・学習環境に配慮した見直
しを行っている。一方で、老朽化している設備・施設
が多数あり更新には予算的な制約を受けている。ま
た、集団生活の中での問題行動について指導を行っ
ているが、朝点呼不在者が多く、これからの課題と
なっている。

3 3.00 ・問題点の改善が望まれます。

１５歳から海外連携校との交流活動（海外派遣・受け
入れ等）を通して、国際社会で主体的に行動できるグ
ローバル・コンピテンシーを涵養して、高専生の国際
化を加速させている。海外の協定校と高専の連携校
の下、学生だけでなく教職員もグローバル社会に対
応するため、教員のグローバル教育力向上や職員の
異文化コミュニケーション力向上を目的とした研修を
実施している。

4 3.89
・いろいろ努力されているようですが、さらに工夫する余地はある
と思います。

各学年学生に対する校長による講演、地域テクノセン
ター主催の企業内容説明会（毎年2～3月）の開催、
本科４，５年生または専攻科１年での企業や大学研
究室等でのインターンシップ、本科４年各専門学級単
位での企業・工場の見学旅行、専攻科１年のフランス
技術短期大学（IUT）への研修、ほか授業や地域連
携活動の中でも、さなざまなキャリア教育の機会を提
供し、就職・進学はじめ学生へのキャリアへの意識を
高めようとしている。

4 3.89 ・様々な工夫をしていますので、今後が期待されます。

多くの学生が運動部、文化部、各種コンテスト（ロボコ
ン、プロコン、デザコン、スピーチコンテスト）等に参加
し、活発に活動を行っている。平成２８年度は東北地
区高専体育大会Ｂ大会（バレーボール、ソフトテニス、
柔道、硬式野球、サッカー、水泳、バドミントン）を本
校主管で開催した。一方、これを支援する部活顧問
等の教員の労務負担が本校のみならず課題となって
おり、本校では外部コーチや引率可能な外部臨時指
導教員の配置、日曜日の部活動の制限等の措置を
実施している。

3 3.22
・相応な努力は感じられます。
・教員の多忙化解消のための、日曜日部活動なしは、安定した
学校運営をするためには、大変よいのでは。

一日体験入学や中学校での高校説明会への派遣な
ど、増募対策の事業を行っている。学科改組により特
に環境都市･建築デザイン系の希望者が増加し、全
体の入試倍率も２倍以上を維持した。４学期制の導入
により、再試験の受験者数や科目数は増加したが、
学年末試験の平均点の変動はわずかであり留年者
数は前年度より減少した。

4 4.11

・十分に成果をあげていると思います。
・志願者数維持については、今後さらに工夫が必要と思われ
る。
・説明会や体験入学など入学にあたっての取組はていねいに
やられている。

平成２７年度の卒業生のうち、進学者の割合は47％
であり増加傾向にある。そのほとんどが本校の専攻科
をはじめ国立大学の工学系学部に進学している。平
成２７年度の４学科平均求人倍率は３０倍を超えてお
り、就職率100％を維持している。

4 4.44

・努力していると思います。
・県内就職率上昇は地元自治体として有難く、心強い。
・進学、就職の状況はすばらしい。県内就職UPについては今後
に期待。
・地域の企業への就職率アップにさらに努めてほしい。


